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「罪を憎んで 人を憎まず」！
～見つめる・寄り添う・関わる～

校長 古川 進

長いと思っていた２学期も残り少なくなってきました。12 月に入り，一気に冬の寒気に見舞われるなど，体

調管理が難しい最近の天候となっています。そのような中，今年も「湯之尾神舞の奉納」がありました。湯之尾

小から参加した子供たちをはじめ，教頭，事務職員が夜間の練習の成果を発揮してくれました。私自身も初めて

舞わせていただきましたが，500 年を超える伝統文化継承の重みを感じることでした。細やかに指導していただ

いた保存会のみなさま，寒さが増す中，長時間にわたり応援し見守っていただいた方々にお礼を言わせていただ

きます。また，来年度は３年に１度の大祭が予定されていると伺っています。

さて，子供たちは，友達や先生など様々な人と関わりながら成長していきます。その中で，失敗したり人に迷

惑をかけたりすることは起こりうることです。そこで子供を叱ることは大切なことですが，その行為を正すこと

がよい叱り方と言えると思います。例えば，「もう，あなたは何でもだめだね。」とか「○○はどうしようもない。」

などと，その子の全てを否定してしまうと，子供は何を直せばよいのか，次に何をすればよいのか，先が見えな

くなってしまいます。このことは，わが子に限らず，他のお子さんに対しても同様だと思います。（「罪を憎んで

人を憎まず」・・・孔子の教え）

逆に褒めるときには，その行為を褒め，加えてその子自身を「あなたはすごいね。」「○○はさすがだね。」な

どと，まるごと褒めるといいですね。子供自身が自分のとった行動に対して善悪の判断や自信がつき，さらに自

己肯定感を高めていくことにつながると思います。このようにして，子供たち一人一人が健やかに成長していく

ことが学校の願いです。

令和６年も終わりに近づいてきました。２学期中は保護者や地域のみなさまに多大な御協力・

御支援をいただきありがとうございました。新型コロナ・インフルエンザ・マイコプラズマ肺炎

などの感染症に油断することなく，また，年末年始の交通事故等には十分気をつけられて，少し

早いですがどうぞよい年をお迎えください。

むくの木

４日（土）鬼火焚き〔雨天時：５日(日)〕

８日（水）始業式 大掃除 集団下校

※４時間授業（給食あり）

※ いじめ問題を考える週間（~11日）
９日（木）クラブ見学（３年）

１０日（金）伊佐さわやかあいさつ運動

１１日（土）土曜授業，書き初め大会

１５日（水）鹿児島学習定着度調査（５年）

全校緑化

１６日（木）鹿児島学習定着度調査（５年）

１７日（金）家庭教育学級

道徳授業参観 14:10～
学級ＰＴＡ及び PTA会長候補選出

１８日（土）校区体験活動（お菓子作り）

２０日（月）学校給食週間（~24日）
２１日（火）民生委員と語る会

２２日（水）中学校合同入学説明（６年）
２４日（金） スクールカウンセラー来校

２７日（月）伊佐ふるさと検定（~31日）
校納金引落日

２９日（水）代表・保健委員会



【県水泳記録会】（市記録会のタイム申告制）

50ｍ背泳ぎ 第３位 （５年）

【姶・伊地区税に関する作品】

習字の部 佳作 （５年）

【かごしまジュニア検定】

合格 （６年）

【令和６年度人権啓発標語ポスターに掲載】

「しゃべる前 相手の気持ち 考えて」

（６年）

【市学校保健会健康ポスター】

銀賞 （６年）

11月14日（木）に伊佐市小中学校音楽発表会

が行われ，本校からは３・４年生が出場しまし

た。学習発表会でも披露した「茶色のこびん」

の合奏と「湯之尾四季音頭」斉唱の２曲を発表

しました。これまでの練習の成果がバッチリ表

現できました。150周年を記念して作詞を行った

湯之尾四季音頭の「５番」も好評だったようで

す。講評の一部を紹介 ↓

〇 「茶色の小びん」パートをしっかり覚えて

リズムにのってすばらしい演奏でした。

湯之尾小学校の教育活動の様子は，ホームページ

内のブログや学校便りでも御覧いただけます。

11月 23日（土）の午前中に湯之尾神社豊年祭，浜下りが行
われ，夕方から夜にかけて湯之尾神舞が奉納されました。浜下
りでは，子ども会ごとに神輿を担ぎ元気よく校区を練り歩きま
した。獅子駒に噛まれると病気にかからないとあって，子ども
たちも「優しく噛んでください。」とお願いしながら何度も獅子
駒のもとへ足を運んでいました。神舞では約１か月，練習に励

んできた小学生 13名と職員３名がこれまで御指導いただいた成果を発揮し，500年の歴史を感じながら
精一杯，舞ました。子どもたちも立派に成長し，2024年の湯之尾神舞も無事に終了しました。

持久走大会に向けて子どもたちは，体育の時間に校庭を何周も走ったり，朝の体力つくりの時間も積極
的に活動したりし，日々，体力向上に取り組んできました。走る速さ以上に心の強さが問われる長距離走。
自分に負けずに歯を食いしばって力の限り頑張る姿に感動しました。よく頑張りました。

雨雲の状況を見ながらの

運営となり，天候判断等で
御心配をおかけしました。
御理解と御協力に感謝致し
ます。保護者の皆様，地域
の皆様沿道からの温かい御

声援ありがとうございまし
た。


